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研究成果の概要（和文）：転倒事故は病院、施設での最も多いインシデントの１つである。睡眠呼吸障害
（SDB）と夜間多尿との関連が報告されている。これは排尿行動を増加させ転倒リスクを増加させると考えられ
るが、SDB と転倒発生との関係についての検討はみられない。慢性心疾患患者において転倒についての日内変
動、季節変動を検討して夜間転倒をインシデントレポートより検討したところ、入院患者の転倒は、11月から3
月の早朝に増加し、排泄行動に関連する転倒の傾向があることが示唆された。これらの結果より、特に転倒リス
クの高い時間と季節に、排泄行動に関連した細心の注意を払ったケアを提供することが、転倒の発生率を低下さ
せる一助になると考える。

研究成果の概要（英文）：Falls are one of the most frequent incidents in hospitals and institutions. 
Sleep disordered breathing (SDB) have been found to be associated with nocturia, which increases 
urination, may lead to increase the risk of falls. There is no study to examine the relationship 
between SDB and falls. We investigated the influence of both behavioural and ambient factors on 
inpatient falls, focusing on seasonal and diurnal variations. The incident reports related to falls 
were examined. The number of falls around dawn in November to March increased. Toileting was the 
behaviour most frequently related to the falls. Considering these results, additional attention and 
support during the higher risk hours and seasons, especially in relation to toileting activities, 
might help to reduce the incidence of falls.

研究分野： 看護学・循環器
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1. 研究開始当初の背景 
転倒は、入院中の高齢患者に最も多い事故の

一つである。転倒要因には加齢が大きく影響

し、65歳以上の高齢患者の3分の1が年に1回
以上転倒し、さらに80歳以上の高齢者の40％
が年に1回以上転倒すると報告されている。転

倒事故は、在宅より病院、施設で高頻度に発

生し、排泄動作に関連した転倒が多い。また、

転倒による骨折は、要介護状態の重要な原因

であり、国民生活基礎調査によると転倒によ

る骨折で12.7%が要支援となっている。また、

転倒に対する医療費は年間7,300 億円との報

告もあり、転倒は社会的負担が極めて大きい

問題である。近年、日本医療機能評価機構の

評価項目に転倒リスクの評価が取り入れられ、

積極的な転倒予防がなされている。しかし全

日本病院協会の報告では過去10 年間の転

倒・転落発生率は減少していない。一方、睡

眠中のいびきや呼吸停止を症状とする睡眠呼

吸障害（Sleep Disordered Breathing, SDB）

は男性の24％，女性の9％に存在することが知

られている。SDB による夜間の低酸素状態や

胸腔内の圧力変化は、血中の心房性ナトリウ

ム利尿ペプチド(Atrial Natriuretic Peptide, 
ANP)や脳性利尿ペプチド（Brain Natriuretic 
Peptide, BNP）を増加させる。ANP・BNP は
利尿作用を持ち、多尿を引き起こすため、患

者は夜間の排泄行動が増え転倒のリスクが高

くなることが考えられる。またSDB と心不全

などの慢性心疾患との関連も報告されており、

慢性心疾患患者では、前述した理由から夜間

排尿のための覚醒が多いことが推察されるが、

個々の要因間の関連について十分な知見はな

い。SDB 症状を考慮した転倒リスク評価指標

を開発することにより、転倒予防にむけた根

拠ある看護介入が可能となる。 
また、転倒要因には内的要因と外的要因に大

別される。内的要因は視覚障害や感覚障害、

筋力低下、中枢神経障害、骨関節疾患、睡眠

薬などの薬剤の影響など、身体状態の変化に

よる要因であり、個人の健康状態と密接に関

連している。一方、外的要因は履物や照明な

どの環境が関与し、入院に伴う環境変化が転

倒の外的要因となり得ることを熟知すること

によって、一層効率的な転倒予防対策の実践

に繋がると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、慢性心疾患患者において夜

間転倒、および夜間多尿とSDB 症状の関 
連を明らかにし、SDB 症状を考慮した転倒リ

スク評価指標の開発と有効性を検証すること

である。具体的には、インシデント・アクシ

デントのオンラインシステムで報告された転

倒事例をもとに、入院患者の転倒に関与する

行動要因に及ぼす影響を、季節および日内変

動という環境因子に焦点を当て検討すること

を目的とした。 
 
３．研究の方法 
調査施設の医療安全管理システムに集約され 
ているインシデント・アクシデント事例より

転倒発生の日付、時間、場所、転倒を引き起

こした状況、寄与因子、詳細な行動、傷害の

部位と重症度、および入院患者の人口統計学

的情報など、転倒に関連するデータを収集し

た。 
また、「転倒率」は、転倒が発生していた時

の入院患者数が異なることから、占有床日数

（occupied bed-days：ODBs）1,000日あた

りの一定期間の転落者数で表され、各期間の

占有床日数に基づいて標準化して示した。昼

間又は夜間の転倒率については、占有床日数

ODBsを統一し、夜の長さのばらつきを補正

するために、昼間時間又は夜間時間の転倒合

計数をその日のODBsで除算し、その値を24
時間当たりの転倒率に換算して表した。季節

変動（月別）と日内変動（時間別）も同様に、

転倒率を24時間での1,000 ODBsとして比較

検討した。気象データに関しては、日本気
象庁から日の出時刻と日の入時刻、平均気
温の情報を取得した（付表1）。 
昼間又は夜間転倒の分類は、転倒発生時刻を

気象庁のデータより転倒日の日の出・日の入

時刻と照査し、昼間転倒を日の出から日の入

まで、夜間転倒を日の入から日の出までとカ

テゴリー化し分析した。（11月から3月までの

日の出時刻は、午前6時30分から午前7時30分
までであり、これらの時間に患者はすでにベ

ッドから出て、動き始めていた。これらの月

の平均気温は15℃未満の低い気温であった。） 
 
４．研究成果 
2010 年 4 月から 2014 年 3 月までの 4 年間の

インシデント・アクシデント事例は 3,037 件

の報告があり、そのうち 464 件が転倒事例で

あった。その結果、平均転倒率は 1.4±0.5 
/1,000 日･床であった。464 件の転倒の内、

265 件（57.1％）は夜間に発生していた。平

均年齢は 76.4±11.0 歳、263 件（56.7％）男

性であった。転倒に関連する行動で最も多か

ったのは、排泄行動 264 件（56.9％）に伴う

ものであり、排泄行動に伴う転倒において夜

間転倒 166 件（62.6％）が昼間転倒と比較し

て有意に多かった（p=0.004）。転倒時の行動

で次に多かったのは、移動や移乗・歩行関連

が 80 件（17.2％）、物を拾う又は取る動作が

23 件（5.0％）、更衣・洗面・入浴関連が 21
件（4.5％）、窓やカーテンの開閉が 12 件

（2.6％）、食事や下膳関連が 8 件（1.7％）、

寝ぼけが 6 件（1.3％）であった。 
転倒の季節変動を見ると、 5 月が最小



(0.9±0.2/1,000 日 ･ 床 ) 、 11 月 が 最 多

(1.9±0.4/1,000 日･床)と季節変動を認めた。 
昼夜比較では、平均の夜間転倒率は、昼間転

倒率に比べて有意に高かった。夜間転倒の月

別比較では 8 月が最小であり 11 月が高頻度

(オッズ比 5.1)であった。季節変動の要因とし

て気温や夜の時間の長さなどと夜間転倒の

関連を検討した結果、夜間における転倒には、

気温との相関は認めなかったが、夜の長さと

強い相関(p<0.001)を認め、朝方の部屋の暗さ

との関連が示唆された。転倒率が高いのは冬

期であり（特に 11 月、1 月、2 月）、時間は

深夜や夜明け（午前 2 時、5 時、6 時、7 時）

が高かった。特に、転倒率が最も高値を示し

たのは 2 月の午前 7 時であった（6.7/1,000 
OBDs）。日内変動を評価するために、検討し

た時間とその他の時間との転倒率について、

カイ 2乗検定を用いて転倒率の差を比較した

結果、午前 2 時と午前 7 時の転倒率は、その

他の時間より有意に高値であった（p=0.02）。 
次年度以降は、睡眠呼吸障害外来患者を対象

とした過去 1年間の転倒歴、転倒リスク因子、

睡眠呼吸障害重症度の前向き調査を開始し、

最終年度も引き続き継続した。その結果、40
歳以上の睡眠時無呼吸検査歴のある150人の

データが収集された。平均年齢 61 歳（男/女：

110/40）で過去 1 年間に転倒した者は 5 人

（3.3％）と少数であった。また、入院中に睡

眠時無呼吸簡易検査の協力が得られた 44 名

を過去 1 年間に転倒した患者 23 名、転倒し

ていない患者 21 名に分けて検討し、両群間

での大きな差異はないことがわかった。3 年

間の研究成果を平成 27 年 6 月にアメリカ睡

眠学会、7 月に第 40 回日本睡眠学会学術集会

で発表し、Age and Ageing 2017; 0: 1–5 doi: 
10.1093/ageing/afw254 として論文化するこ

ともできた。 
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